
公益財団法人東京都農林水産振興財団   入札情報
【公表】

整理番号 210

契約番号 7農振財契第1279号

件名 令和８年度排水処理設備保守点検業務委託【準備契約】

入札方法 電子入札システム「ビジネスチャンス・ナビ」上で実施

履行場所 公益財団法人東京都農林水産振興財団　青梅庁舎　

概要 豚エリア東側の排水処理槽の保守点検業務

契約期間 令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

契約方式 希望制指名競争入札

①又は②のいずれかの要件を満たす者で、本件仕様に対応可能な者

①東京都における令和7・8年度物品買入れ等競争入札参加有資格者で、いずれかの営業種目に格付
けされている者であること（営業種目は問わない）。

②当財団又は官公庁等において同様の業務について契約実績を有する者であること。

格付 問わない

仕様説明会 実施しない

開札予定日時 令和8年2月27日（火）　午前10時00分（入札期間などの詳細は指名通知時に連絡） 

希望申出期間 令和8年1月26日（月）午前10時から令和8年2月2日（月）午後4時まで

希望申出方法 電子入札システム「ビジネスチャンス・ナビ」を通じて受け付けます。

以下の(1)から(3)までの書類を「ビジネスチャンス・ナビ」上に添付してください。

（1）　希望票　〔様式あり〕　（必要事項を記入）

（2）　会社概要・実績一覧表　〔様式あり〕　（必要事項を記入）

(3)　○希望申出要件①に該当する場合

　　　　東京都の「令和7・8年度物品買入れ等競争入札参加資格審査受付票」の写し

　　　及び「令和7・8年度競争入札参加資格審査結果通知書（物品等）」の写し

　　 ○希望申出要件②に該当する場合

　　　　実績確認のための当該契約書など、契約期間、契約金額、契約相手先が分かる書面の写し

備考 (1)  指名停止等業者については、東京都に準じて取り扱うものとします。

(2)  指名業者の選定については、当財団指名業者選定基準によるものとします。

(3)  希望票の提出があっても、必ずしも指名されるとは限りません。

(4)  指名通知は、指名した方のみに対して開札予定日の5日前までに行う予定です。

(5)  申込書類に不備がある場合、失格になることがあります。

(6)  関係する会社に該当する場合（親会社と子会社の関係にある場合、親会社を同じくする

　　子会社同士の関係にある場合、役員の兼任等がある場合）には、同一入札に参加する

　　ことができません。

(7) 入札結果（落札業者名、落札金額等）については後日公表します。予めご了承ください。

公益財団法人東京都農林水産振興財団　管理課　契約担当

住所　東京都立川市富士見町3-8-1

電話　　042-528-0721　

公益財団法人東京都農林水産振興財団　事業課　青梅畜産センター

住所　東京都青梅市新町6-7-1

電話　　0428-31-2171

希望申出要件

希望申出時の
提出書類

入札に関する
問い合わせ先

仕様内容に関
する問い合わ
せ先



仕 様 書 

          

１．件 名 

令和８年度排水処理設備保守点検業務委託      

           

２．目 的 

豚エリア東側の排水処理槽の保守点検業務     

        

３．履行場所          

東京都青梅市新町六丁目 7番地 1       

公益財団法人 東京都農林水産振興財団 青梅庁舎    

     

４．契約期間          

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで   

   

５．準拠法令 

  関係する主な法令は次のとおりである 

（１） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45年法律第１３７号） 

（２） 水質汚濁防止法（昭和 45年法律第１３８号） 

（３） 東京都清掃条例（昭和 45年条例第６２号） 

 

６．業務従事者及び資格 

  受託者は、業務着手前に技術者を定めること。この資格は、廃、規 17条による。 

           

７．仕様内容 

  当該施設の動作確認及び維持業務については、技術員が巡回して行い、関係法令を遵守 

し、当該施設の良好な状態を維持するよう努めること。     

（１）保守点検業務   

① 保守点検業務内容は浄化槽機能調整検査、水質分析、汚泥脱水作業、機器消耗品等

の交換などとし、詳細は別紙１「保守点検記録表」記載事項とする。点検において各

槽や機器等に不具合があった場合には直ちに復旧に向け対応すること。 

② 作業場所および排水処理設備の仕様については別紙２「位置図・仕仕様図」を参照。 

③ 各点検業務の実施回数は下記のとおりとする。     

 ア 浄化槽機能調整検査（年２６回）     

 イ 水質分析（年１２回）       

 ウ 汚泥脱水作業（年１２回）       



   

（２）消耗品 

   当委託に含める消耗品は下記のとおりとする。 

   ア 浄化槽運転維持：ベルト、油類、機器消耗品等 

   イ 試験器具等：PH計、DO計、MLSS 計、温度計、透視度計、工具等 

   ウ 薬品：PAC・2,000kg、メタノール・ 2000kg、高分子凝集剤 300ｋｇ 

 

（３）その他 

①この業務と他工事との取り扱いについては、関係者間の協議のうえ、施設維持及び他

工事等の進捗の支障のないよう行うこと。 

②保守点検の結果、修繕等の処置が必要と判明した場合は、保守点検記録表の連絡事項

欄に記載するとともに、委託者に報告すること。 

③上記７・（２）に記載する消耗品等は受託者の負担とする。ただし委託者と協議し、本

仕様書に定めのない消耗品が必要であると判断する場合には委託者の負担とする。 

④作業に必要な光熱費は委託者の負担とする。 

 

8．水質分析 

水質分析の項目は下記のとおりとする 

 BOD、SS、T-P、T-N、pH、N-Hex 

 

9．報告書類  

報告書類の作成は次により各一部提出すること。 

（１）「年間作業計画書」を契約後速やかに提出し、財団の承認を受けること。 

（２）「保守点検記録表」を実施日毎に提出すること。 

（３）「作業実績報告書」を当該月毎に提出すること。 

（４）「水質検査報告書」を検査結果が判り次第、速やかに提出すること。 

 

10．検査  

受託者は、毎月財団の検査員の検査を受けること。なお、不合格となった部分については直

ちに手直しを行い、再検査を受けること。 

 

11．その他 

（１）排水処理施設周辺には豚出荷台などがあり、重機やトラック等の車両が通行するた

め、点検作業を行う際には細心の注意を払うこと。 

（２）当該施設の構造物等に損傷を与える事のないように注意すること。 

（３）作業中に、構造物等に損傷を与えた場合は、現状復旧を行うこと。 



（４）受託者は、業務遂行にあたり適切な安全対策を施し、事故のないように安全管理に

は万全の注意を払うこと。また、施設内の作業員の安全に十分注意し、迷惑をかけるこ

とのないように配慮すること。 

（５）敷地の作業エリア内で防疫等の指示を受けた場合は、職員の指示に従うこと。また、

防疫上対病服等を着たうえで作業を行うこととする。 

（６）この仕様書は、本業務の大要を示すものであるが、本書に記載のない事項であって

も現場の状況に応じ、委託者が必要と認める軽微な業務については実施すること。 

（７）作業を実施する際には事前に作業日を担当職員に連絡すること。 

（８）受託者は、この契約の履行に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。また、契

約の履行により知り得た内容を第三者に提供してはならない。 

（９）受託者が契約内容を実施することが困難であると委託者が判断した場合は、契約期

間中であっても契約を解除する場合がある 

（10）年度途中において大規模な改修工事等が行われる場合は、別途協議する。  

  

12．支払い方法        

履行完了後に提出される・「完了届」及び「９」で定める報告書に基づき完了検査を行い、

合格と認定した後、支払請求書を受理した日から３０日以内に支払うものとする。 

        

13．東京都グリーン購入推進方針 

  別に定めるところによる。 

  

14．暴力団等排除に関する特約条項 

  別に定めるところによる。        

 

15．環境により良い自動車利用について     

本契約の履行に当たって自動車を利用し、又は利用させる場合は、都民の健康と安全を

確保する環境に関する条例（平成１２年東京都条例第２１５号）の規定に基づき、次の事

項を遵守すること。 

（１）ディーゼル車規制に適合する自動車であること。 

（２）自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減 

等に関する特別措置法（平成４年法律第７０号）の対策地域内で登録可能な自動車で

あること。 

なお、適合確認のために、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子物質減少装

置装着証明書等の掲示又は写しの提出を求められた場合には、速やかに提示又は提

出すること。 

           



16．本仕様の解釈について疑義が生じた場合は、財団担当職員と協議の上、決定するものと 

する。 

 

17．本契約は、東京都の令和８年度歳入歳出予算が令和８年３月 31 日までに都議会で可決

された場合において、令和８年４月１日に確定するものとする。 

           

     

18．連絡先及び担当者 

  〒198-0024 東京都青梅市新町六丁目 7番地 1    

  公益財団法人 東京都農林水産振興財団 青梅庁舎  

事業課 青梅庁舎再編整備担当 釜井仕後藤  

  TEL 0428-31-2171 FAX 0428-31-8474    



◇青梅庁舎式全体図

排水処理施設

（浄化槽他）



排水処理施

新鶏エリア 新豚エリア



代理人受注者

しゅん功

図　名

東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺

山田 隆之

荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０１（７１／７７）

排水処理施設　仕様図

Ｎ．Ｓ

汚泥返送

放流ポンプ槽

　放　流　

フローシート

嫌気・好気槽

沈殿槽

汚泥濃縮貯留槽

汚泥移送

余剰汚泥搬出・処分

計量移送装置

流量調整槽
脱離液

し渣搬出・処分

メタノール・消泡剤

中和・凝集反応槽

ばっ気型スクリーン槽

流入

原水ポンプ槽

傾斜スクリーン

前沈殿槽

し渣搬出・処分

浮上・沈殿物搬出処分

中和剤・凝集剤

凝集沈殿槽

脱水機

排水処理槽工事区分表

建築

仮設電源・水道

仮設フェンス等手配（仮囲い用）

項　　目

土木工事（掘削・砕石敷き）

土留め工事

水替え工事（水中ポンプ等）

鉄筋コンクリート工事
（基礎・支柱・スラブ・機器類周りベース）

７

排水処理槽設置工事

レッカー手配

Ｎｏ.

１

２

３

４

５

６

８

土木工事（埋戻し・整地）

配管配線工事
（エア管・移流管・電線管・電線）

２次側電気工事（槽内・地上機器類取付）

１次側電気工事（制御盤端子接続まで）

１４

臭突管工事

配管工事（流入・放流）

１０

１１

１２

１３

１５

９

資材置場の確保

試運転調整

１８

汚泥脱水機のコンテナ手配

資材搬入路の確保

１６

１７

１９

排水
処理槽

衛生 電気 施主

水張り作業

○

時間最大汚水量 ２．８１ｍ３／時以下

処理対象排水 豚舎排水

排水時間 ８時間以上

総容量

項　　　　　目

沈殿槽

設　計　容　量

ｍ３

ｍ３

ｍ３

３．８７５

５１１．０４１

機器仕様表

口　径 出　力 吐出量 台　数機器名

容　量　表

（三相・２００Ｖ）

嫌気・好気槽 ４４２．５６１ ｍ３

ばっ気ブロワ ５．５０　ｋＷ ６．３１　ｍ３／ｍｉｎ

放流ポンプ槽 １．２３０ ｍ３

メタノール添加ポンプ φ４×９

１００Ａ

凝集沈殿槽 ２．２８８

流量調整槽 １５．１４４ ｍ３

２０Ａ ０．３０　ｋＷ攪拌ブロワ

原水ポンプ

１台０．３０　ｍ３／ｍｉｎ

計画汚水量 １５ｍ３/日（日最大汚水量）

流入水質（mg/L以下）
ＢＯＤ２３２０、ＳＳ５５４０、Ｔ－Ｎ１３００、
Ｔ－Ｐ２４０、ｐＨ５．０～９．０（日間平均値）

３台

６５Ａ ０．７５　ｋＷ

１台

０．２１　ｍ３／ｍｉｎ

処理水質（mg/L以下）
ＢＯＤ６００、ＳＳ６００、Ｔ－Ｎ１２０、
Ｔ－Ｐ１６、ｐＨ５．０～９．０（日間平均値）

電磁弁 ０．０１ｋＷ(単相)２０Ａ － ２台

０．０２５　ｋＷ ２５０　ｍＬ／ｍｉｎ

ばっ気型スクリーン槽 １．２５０ ｍ３

１．５２５　ｋＷ傾斜スクリーン １台２０　ｍ３／時

調整ポンプ ２台

放流ポンプ ２台

汚泥移送ポンプ １台

前沈殿槽 ４．０７８ ｍ３

原水ポンプ槽 １．２９６ ｍ３

中和・凝集反応槽 ｍ３４．９６０

ｍ３汚泥濃縮貯留槽 ３４．３５９

６５/１００Ａ

３２Ａ ０．７５　ｋＷ嫌気攪拌ブロワ ２台０．７７　ｍ３／ｍｉｎ

３２Ａ ０．７５　ｋＷ汚泥攪拌ブロワ １台０．６３　ｍ３／ｍｉｎ

２台

５０Ａ ０．４０　ｋＷ ０．２１　ｍ３／ｍｉｎ
攪拌ポンプ １２台５０Ａ ０．４０　ｋＷ ０．１５　ｍ３／ｍｉｎ

５０Ａ ０．４０　ｋＷ ０．１５　ｍ３／ｍｉｎ

５０Ａ ０．４０　ｋＷ ０．２１　ｍ３／ｍｉｎ

消泡剤注入ポンプ φ４×９ １台０．０２５　ｋＷ ６０　ｍＬ／ｍｉｎ

中和剤添加ポンプ φ４×６ １台０．０２５　ｋＷ ６０　ｍＬ／ｍｉｎ

ＰＡＣ添加ポンプ φ４×９ １台０．０２５　ｋＷ ８０　ｍＬ／ｍｉｎ

汚泥脱水装置 ４．５５　ｋＷ６５/１００Ａ － １台

高分子自動溶解装置 ２５Ａ １台０．２８５　ｋＷ ５００　Ｌ／Ｈ

高分子注入ポンプ １台０．２０　ｋＷ ２９００　ｍＬ／ｍｉｎ２０Ａ

無機注入装置 １台０．０６　ｋＷ１５Ａ －

開口部　蓋・枠仕様表

材質呼び

蓋 ＦＲＰ

ＦＲＰ
φ６００

枠

分類

６００×１０００
蓋 ＦＲＰ

ＳＵＳ３０４枠

８５０×１４００
蓋 ＦＲＰ

ＳＵＳ３０４枠

１１４５×１１４５
蓋 ＦＲＰ

ＳＵＳ３０４枠 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



代理人受注者

しゅん功

図　名

東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺

山田 隆之

荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０２（７２／７７） １／１００

排水処理施設　平面図・断面図

原水
ポンプ槽

ばっ気型
スクリーン

流量
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排水処理施設　配管図

代理人受注者

しゅん功

図　名

東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者
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荒井 秀夫
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機　器　名　称記　号

機　器　仕　様　表

Ｍ２

Ｍ３－１

Ｍ４

沈殿槽汚泥移送電磁弁ＳＶ１

Ｍ７

傾斜スクリーン

Ｍ５

Ｍ６

フロートスイッチ（原水）Ｆ１～３

撹拌ブロワ

ばっ気ブロワＮｏ．１

ばっ気ブロワＮｏ．２

ばっ気ブロワＮｏ．３

汚泥攪拌ブロワ

調整ポンプＮｏ．１

Ｍ８

Ｍ９

調整ポンプＮｏ．２Ｍ１１

Ｍ１２～２３

メタノール添加ポンプ

Ｍ１０

放流ポンプＮｏ．１

放流ポンプＮｏ．２

消泡剤注入ポンプ

Ｍ２４

フロートスイッチ（流調）Ｆ４～６

フロートスイッチ（放流）Ｆ７～９

嫌気攪拌ブロワＮｏ．１

原水ポンプＮｏ．１

原水ポンプＮｏ．２

攪拌ポンプＮｏ．１～１２

Ｍ２５

Ｍ２６

Ｍ２７

Ｍ２８ 中和剤添加ポンプ

Ｍ２９ ＰＡＣ添加ポンプ

脱水機

凝集沈殿槽電磁弁ＳＶ２

ｐＨ ｐＨ計

Ｍ３１～３３ 防音ＢＯＸ Ｎｏ．１～３換気扇電源

メタノールレベルセンサーＬＳ１

消泡剤レベルセンサーＬＳ２

中和剤レベルセンサーＬＳ３

ＰＡＣレベルセンサーＬＳ４

機　器　名　称記　号

Ｍ３５

Ｍ３６

Ｍ３７

高分子自動溶解装置

フロートスイッチ（汚泥）Ｆ１０～１１

高分子注入ポンプ

汚泥移送ポンプ

無機注入ポンプ

機　器　仕　様　表(脱水機制御盤）

Ｍ１

Ｍ３０

Ｍ３４

　特　記　事　項

　１　配管は原則として打ち込み配管とする。

　２　プルボックスは防水型とする。

　３　一次側及び外部警報用配線配管工事は別途工事とする。

　　　また、一次側ケーブルは、ブロワ据付基礎より１ｍの余長をとること。

５　臭突管は立ち上げ位置に向かって上り勾配になるようにして下さい。

６　結線工事は防水仕様としてください。

７　スクリーン・薬注装置・脱水機・処理槽周りに給水栓を設けてください。　

４　制御盤前に機器（ブロワ等）を設置しないこと。

８　ｐＨセンサーから制御盤までの距離が５ｍ以上になる場合は、

　　別途専用中継ボックス、専用延長ケーブルが必要になります。

無機貯留タンク電極ＬＳ５

Ｍ３－２ 嫌気攪拌ブロワＮｏ．２
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制御盤接地線（Ｄ種） － － －

機　器　名　称 出　力記　号 電　圧 電　線

機　器　負　荷　仕　様　表

Ｍ２

Ｍ３－１

Ｍ４

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －２ Ｃ沈殿槽汚泥移送電磁弁ＳＶ１

Ｍ７

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ傾斜スクリーン制御盤　電源
Ｍ１

１．５２５　ｋＷ

Ｍ５

Ｍ６

０．０１ｋＷ

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －４ Ｃフロートスイッチ（原水）Ｆ１～３ －

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ撹拌ブロワ ０．４０ｋＷ

２００Ｖ

２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ －４ Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５ －４ Ｃ

ばっ気ブロワＮｏ．１

ばっ気ブロワＮｏ．２ ５．５０ｋＷ

２００Ｖ５．５０ｋＷ

２００Ｖばっ気ブロワＮｏ．３ ＥＭ－ＣＥ５．５ －４ Ｃ５．５０ｋＷ

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ汚泥攪拌ブロワ ０．７５ｋＷ

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ調整ポンプＮｏ．１ ０．４０ｋＷ

Ｍ８

Ｍ９

２００Ｖ調整ポンプＮｏ．２ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．４０ｋＷＭ１１

Ｍ１２～２３

２００Ｖ

メタノール添加ポンプ

ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．４０ｋＷ

Ｍ１０

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ ×１２

放流ポンプＮｏ．１

０．４０ｋＷ

２００Ｖ

放流ポンプＮｏ．２

ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．４０ｋＷ

２００Ｖ

消泡剤注入ポンプ

ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．０２５ｋＷ

Ｍ２４

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －４ Ｃフロートスイッチ（流調）Ｆ４～６ －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －４ Ｃフロートスイッチ（放流）Ｆ７～９ －

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ嫌気攪拌ブロワＮｏ．１ ０．７５ｋＷ

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ原水ポンプＮｏ．１ ０．７５ｋＷ

２００Ｖ原水ポンプＮｏ．２ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．７５ｋＷ

攪拌ポンプＮｏ．１～１２

Ｍ２５

Ｍ２６

Ｍ２７

Ｍ２８

０．０２５ｋＷ

中和剤添加ポンプ ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．０２５ｋＷ

Ｍ２９ ＰＡＣ添加ポンプ ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ０．０２５ｋＷ

Ｍ３０

脱水機制御盤　電源 ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ５．５ －４ Ｃ５．２１ｋＷ

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －２ Ｃ凝集沈殿槽電磁弁ＳＶ２ ０．０１ｋＷ

２４Ｖ 専用ケーブルｐＨ －ｐＨ計

Ｍ３１～３３ 防音ＢＯＸ Ｎｏ．１～３換気扇電源 ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －３ Ｃ ×３０．０２５ｋＷ

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ ＣメタノールレベルセンサーＬＳ１ －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ Ｃ消泡剤レベルセンサーＬＳ２ －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ Ｃ中和剤レベルセンサーＬＳ３ －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ ＣＰＡＣレベルセンサーＬＳ４ －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ Ｃ傾斜スクリーン制御盤　信号 －

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －４ Ｃ－脱水機制御盤　信号（入）

制御盤接地線（Ｄ種） － － －

機　器　名　称 出　力記　号 電　圧 電　線

機　器　負　荷　仕　様　表（脱水機制御盤）

Ｍ３５

Ｍ３６

Ｍ３７

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ高分子自動溶解装置制御盤　電源
Ｍ３４

０．２８５ｋＷ

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －３ Ｃフロートスイッチ（汚泥）Ｆ１０～１１ －

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ高分子注入ポンプ ０．２０ｋＷ

２００Ｖ汚泥移送ポンプ ２００Ｖ０．４０ｋＷ

２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ無機注入ポンプ ０．０６ｋＷ

２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ Ｃ高分子自動溶解装置制御盤　信号 －

ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ
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２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －２ Ｃ無機貯留タンク電極ＬＳ５ －

Ｍ３－２ ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥ２ －４ Ｃ嫌気攪拌ブロワＮｏ．２ ０．７５ｋＷ
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ｐＨ

－ － － －脱水機本体 ４．５５ｋＷ

電　気　配　管
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２４Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ２ －４ Ｃ－脱水機制御盤　信号（出）
ＦＥＰ３０

動力配線（１点鎖線）

※給水衛生工事
１３Ａ

給水栓

専用中継ボックス

専用延長ケーブル

ｐＨ計付属ケーブル

※給水衛生工事
２０Ａ

 給水栓

※給水衛生工事
２０Ａ

 給水栓

排水処理施設　動力配線図

代理人受注者

しゅん功

図　名

東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺

山田 隆之

荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０４（７４／７７） １／５０



排水処理施設　制御盤図

代理人受注者

しゅん功

図　名

東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺

山田 隆之

荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０５（７５／７７） １／１００
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代理人受注者

しゅん功
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東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺
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荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０６（７６／７７） １／１００

排水処理施設　床伏図、基礎伏図

床　伏　図　１：１００ 基　礎　伏　図　１：１００

（別途建築工事）（別途建築工事）
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排水処理施設　アンカー位置図、床・基礎断面図
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東 京 都 財 務 局 建 築 保 全 部 施 設 整 備 第 一 課 

令和２年１１月３０日

件　名 青梅畜産センター(31)改築給水衛生設備工事

工事主管課

工事監理

し　　　ゅ　　　ん　　　功　　　図

株式会社　開成

株式会社　綜企画設計 担当者

縮尺

山田 隆之

荒井 秀夫

図番 Ｐ－８０７（７７／７７） １／１００

アンカー位置図　１：１００
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（二列目アンカー位置）

（三列目アンカー位置）
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※アンカーは土木工事に含む（材工共）

開口補強筋詳細図

機器ベース・スラブ詳細図　１：５０

ベース詳細図　１：５０
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原水ポンプ槽用丸鋼詳細図　１：５０

※ターンパックルは片側のみとする
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東京都グリーン購入推進方針 

 

物品等の調達に当たっては、その必要性をよく考えた上で、価格・機能・品質だけでなく、

環境への負荷ができるだけ少ないものを選択して購入することとする。 

その際、可能な限り、原材料の採取から製品やサービスの生産、流通、使用、廃棄に至る

までのライフサイクルにおいて環境への負荷が少ないものを選択することが必要である。 

特に、省エネルギーの徹底や再生可能エネルギーの利用等による脱炭素化の推進、サーキ

ュラーエコノミーの推進に寄与する製品やサービスを積極的に選択することで、物品等の

調達を通じ、全庁をあげて環境課題に対応していくことが重要である。 

そこで、調達する各製品やサービスごとに、適正な価格・機能・品質を確保しつつ、以下

の観点で他の製品等と比較して、相対的に環境負荷の少ないものを選択することとする。 

 

＜原材料の採取段階での環境配慮＞  

① 原材料の採取において資源の持続可能な利用に配慮されているもの 

② 原材料が違法に採取されたものではないもの 

③ 原材料の採取が保護価値の高い生態系に影響を与えていないなど、生物多様性の損失

を引き起こしていないもの 

④ 原材料の採取において環境汚染及び多量の温室効果ガスの排出を伴わないもの 

＜製造段階での環境配慮＞  

⑤ 再生材料（再生紙、再生樹脂等）を使用したもの 

⑥ 余材、廃材（間伐材、小径材等）を使用したもの 

⑦ 再生しやすい材料を使用したもの 

＜使用段階での環境配慮＞  

⑧ 使用時の資源やエネルギーの消費が少ないもの 

⑨ 修繕や部品の交換・詰め替えが可能なもの 

⑩ 梱包・包装が簡易なもの、又は梱包・包装材に環境に配慮した材料を使用したもの 

＜廃棄・リサイクル段階での環境配慮＞  

⑪ 分別廃棄やリサイクルがしやすい（単一素材、分離可能等）もの 

⑫ 回収・リサイクルシステムが確立しているもの 

⑬ 耐久性が高く、長期使用が可能なもの  

＜サービス提供時の環境配慮＞ 

⑭ 省エネルギーの取組を徹底したもの 

⑮ サービス提供時に必要な電力に再生可能エネルギーを利用するなど温室効果ガスの 

排出が少ないもの 

＜その他の環境配慮＞ 

⑯ 製造・使用・廃棄等の各段階で、有害物質を使用又は排出しないもの 

⑰ 製造・使用・廃棄等の各段階で、環境への負荷が大きい物質（温室効果ガス等）の使

用、排出が少ないもの 

⑱ 製造・使用・廃棄等の各段階で、生物多様性の損失を引き起こさないもの 


